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 アリルアルキルアミン N-アセチル転移酵素（AANAT）は、アセチル CoA（AcCoA）からアセチル基

をドーパミン、セロトニンなどのアリルアルキルアミン化合物に転移する酵素である。この酵素は、最

初に AcCoA に結合して複合体を形成した後に、基質を認識して転移反応を起こす。結晶構造解析から、

AANAT−AcCoA二者複合体の構造が得られており（Cheng et al. (2012) Biochem. J.）、AcCoA 結合にとも

ない Arg153 側鎖グアニジノ基は Asp46 の側鎖カルボキシル基と分子内塩橋を形成することが示唆さ

れている（Dempsey et al. (2014) Biochemistry）。 

 本研究では、蛋白質アルギニン側鎖の構造動態を評価するためのパルスプログラム（Yoshimura et al. 

(2017) Angew. Chem. Int. Ed.）を用いて、AcCoA 結合による Drosophila melanogaster 由来 AANAT

（Dopamine N-acetyltransferase, DAT）のアルギニン側鎖の構造動態の変化の評価を試みた。アルギニン

側鎖グアニジノ基の NMR line-shape analysisから、C−N 結合の回転速度を見積もった。また、AcCoA

結合に伴い Arg153 側鎖の NMR 信号の減弱が観察され、構造揺動に由来する 13C の横緩和速度の上

昇が示唆された。 
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